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スーパーサイエンスハイスクール実施希望調書（令和６年度指定） 

 

１ 実施希望種 （該当するものに☑） 

☑ 開発型 新規５年間【新規】 ＜☑ 文理融合基礎枠＞ 

□ 開発型 新規５年間【継続新規】（□Ⅱ期目 □Ⅲ期目 □Ⅳ期目） ＜□ 文理融合基礎枠＞ 

□ 実践型 新規５年間【継続新規】（□Ⅱ期目 □Ⅲ期目 □Ⅳ期目） ＜□ 文理融合基礎枠＞ 

□ 先導的改革型 新規３年間【継続新規】（□Ⅰ期目 □Ⅱ期目） ＜□ 文理融合基礎枠＞ 

□ 認定枠 新規５年間【継続新規】 ＜□ 文理融合基礎枠＞ 

□ 科学技術人材育成重点枠 

区分： 

期間： 

金額： 

□ 経過措置１年間 

□ 経過措置２年間 

 ２ 学校のこれまでの取組実績等  

（１）大学や研究所等関係機関との連携状況  

【高等教育機関との連携】 

・健康科学大学と「高大連携事業に関する協定」を締結 

・大正大学の「高大接続パートナーシッププロジェクト（S.U.P.P）」のメンバー校参加 

・群馬医療福祉大学の「高大連携教育事業」に参画 

【医療・研究機関との連携】 

2022年に「松商学園スポーツセンター」を開設し、スポーツや健康づくりを通して

全校生徒の学びや、健全育成をサポートする取り組みを開始した。スポーツセンター

では医科学の専門的なサポートを受けるため、信州大学医学部附属病院ジュニアアス

リート外来ならびに相澤病院健康スポーツ医科学センターと連携協定を結んでいる。 

 

（２）国際性を高める取組  

【国際共同研究への参加】 

   2023 年度 SSH 校である立命館高等学校主催の「国際共同研究」に、特進コース１年

生 3名参加している。 

研究名：「The study of water quality and biodiversity in Chang canal and 

Susuki river」 

   学校名：Princess Chulabhorn Science High School Trang, Thailand 

 

 【全国高校教育模擬国連大会へ参加】 

   普通科特進コース、文理コースの希望者で、全国高校教育模擬国連大会に参加して
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いる。2023 年の大会では、本校から 8 チーム(17 名)が積極的に参加している。 

 

 【交換留学 協力：松本ロータリークラブ】 

   地元の松本ロータリークラブと協働し、交換留学を行っている。 

 

 【常勤 ALT を１名設置】 

英語科教諭とともに、「英語会話」授業を担当（商業科 2 単位、普通科総合コース

2単位）。授業日は職員室に常駐し、いつでも英語に触れられる環境を整えている。 

 

 【語学研修の実施（普通科特進コース１年生全員）】 

学校行事として語学研修を実施しており、毎年福島県のブリティッシュヒルズにて

２泊３日の研修を行う。英語力はもちろんのこと、英語での思考力・発信力などの育

成も目的としている。 

 

 【オンライン英会話講座の実施】 

普通科特進コースにおいて 2018 年度より、年間 15 回程度のオンライン英会話レッ

スンを行なっている。 

 

 【ハングル同好会の活動】 

韓国籍の元教諭（地歴公民科、現非常勤講師）の指導のもと、長野県松本市近辺に

て学ぶ留学生との交流行事へ積極的に参加した。また、韓国語スピーチコンテストな

どへも積極的に出場し、上位の成績をおさめている。 

 

（３）科学部等課外活動の活動状況  

 【地質学研修（特進コース希望者、科学研究会）】 

長野県という地の利を生かし、フォッサマグナ（糸魚川-静岡構造線）に関する学

習を行なっている。新潟県糸魚川市での断層見学や岩石採集を行い、地質学への興味

関心を深めている。 

 

 【ロールス・ロイス サイエンスキャンプ 2023 出場】 

ロールス・ロイス・ジャパン社主催のサイエンスキャンプに、普通科特進コース１

年生より１チーム（３名）が出場。オリジナルホバークラフト模型を作成し、運搬性

能や省エネ性能を、全国より抽選で選ばれた１５チームで競った。結果、予選は１位

で通過し、決勝大会へ進んだ。参加を通じて電子工作やマイコンでのプログラミング

技術の習得を深めている。 

 

【科学研究会】 

主に生物班と天文班、物理班に分かれて活動をしており、以前にはロボット班も活

動していた。生物班では、ツバメの定点観測を行いその言語解析に取り組んでおり、

生成 AI を利用し個体識別を行うことを計画中である。文化祭では英語表記によるポス

ター発表を行い、また学校の近くを流れる信濃川水系の一級河川である薄川の生物調

査も行っている。今年度より信州大学の糸状菌を用いた交配実習にも参加している。

これらの活動についてはラジオや新聞などで報告をし、生徒のアウトプット養成にも

役立てている。天文班では天体の観察と写真撮影を行っている。また、ロボット班で

は、相撲用ロボットの研究開発を行い全日本ロボット相撲大会にも出場経験がある。 
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【環境自然学習会】 

海洋生物の飼育・観察を通じた体験活動や研究活動を行っている。（以下一例） 

・シライトイソギンチャク粘液に含まれる抗菌活性物質の研究 

・ゾウリムシの右利き・左利きの研究 

・マングローブの栽培と沖縄での植樹 

 

（４）卒業後の状況  

2022年度（2023 年 3 月卒業者）までの過去 3年間 特進コースの主な進学先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普通科特進コースではほぼ全員が４年制大学への進学を希望する。約半数が理系を選

択し、理数系学部への進学もコース全体の半数程度である。 

 

2022年度（2023 年 3 月卒業者）までの過去 3年間 文理コースの主な進学先 

国立大学 公立大学 私立大学 

信州大学 2名 

静岡大学 

富山大学 

 

諏訪東京理科大学 3名 

長野県看護大学 2名 

山梨県立大学 

新潟県立看護大学 2名 

東京女子医科大学 

明治大学 2 名 

立命館大学  

芝浦工業大学 

東京電機大学 

関西大学 4 名 

近畿大学 5 名 

順天堂大学 2名 

普通科文理コースでは約 8割が４年制大学へ進学し、理数系学部は３割程度である。 

 

（５）研究歴  

なし 

 

（６）その他特記すべき事項  

なし 

国立大学 公立大学 私立大学 

東京農工大 

金沢大学 

信州大学 9名 

静岡大学 

群馬大学 2名 

山梨大学 2名 

茨城大学 

福井大学 

富山大学 

山形大学 

防衛大学校 2名 

海上保安大学校 

長野県看護大学 2名 

長野県立大学 

兵庫県立大学 

石川県立大学 

 

 

東京理科大学 3名 

明治大学 

中央大学 2 名 

法政大学 3 名 

同志社大学 

青山学院大学 2名 

東京農業大学 3名 

芝浦工業大学 

北里大学 

順天堂大学 2名 
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